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※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

令和8年度 令和9年度

C D A A A

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

総合評価 A A

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

　市民文化祭・美術展覧会等の開催や総合文化誌「津市民文化」の発行、文化活動に
対する補助、久居アルスプラザ指定管理者による自主事業のほか郷土芸能ふれあい
フェスティバルや青少年文化創造拠点形成事業を開催しました。また、津城跡の保存・
活用に向けた情報発信や市民意見の集約による津城跡整備の方向性の検討を行うな
ど、文化の振興に向けた取組が進みました。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業構
　 成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満

地域の伝統文化や伝統芸能の保存継承、普及に向けて、市民の
発表や学習の場を創出し、後継者を育成します。

A ① 文化振興課

歴史資料等については、発掘・収集、適切かつ効率的な保存・管理
に努め、積極的な活用・情報発信による地域内外の文化交流を進
めます。 A ① 生涯学習課

音楽、美術、演劇、舞踊、映画、能楽など多彩な文化芸術の鑑賞機
会や市民の学び・創作・発表の場及び機会を創出するとともに、関
係機関と連携を図り、文化芸術の創造を担うリーダーや若い世代
の育成に加え、効果的な情報発信を行い、市民が主体的に参加す
る活動の輪を広げます。

A ① 文化振興課

各地域における文化ホールなどの文化施設は、地域や施設の特性
に応じた効率的な維持管理を行いながら、より利便性が高い利用
形態への見直しや民間の専門的なノウハウの導入を図り、実演芸
術の振興を核として公演の企画運営等を行い、芸術文化の創造・
発信拠点としての機能を強化します。

A ① 文化振興課

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 スポーツ文化振興部、教育委員会

施策の内容（番号） 107 ～ 110

施策の評価シート(令和６年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計

画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 スポーツや文化の輪が広がる社会の形成 管理コード 051134

施策 文化の振興 本冊ページ 84

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画
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05

11
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107

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

　当初の計画通り北畠神社
境内にて令和６年９月28日
（土）に開催し、参加者数は
430人、アンケート調査の満
足度割合は91％となり、いず
れも目標値を上回った。
　好評なアンケート結果を得
られたことから、令和７年度
も継続して事業を実施した。

市内外の人々
アンケート満足度：
80％

文化振興
課

事業の鑑賞を通じて歴史や北畠氏
館跡庭園などへの関心を高める

2,300 現状維持

864 現状維持

　令和６年度の申請件数（補
助件数）は５件、補助実績額
の割合61.7％と、目標値を下
回った。
　令和７年度も引き続き補助
事業を実施し、補助件数や
実績額が増加に努めた。

107-4

霧山薪能
開催事業

伊勢国司北畠氏
にゆかりのある
能・狂言などの伝
統芸能及びお茶
会等を北畠神社
にて開催

実行委員会が、歴史的資源を活用
し、薪能などを開催することで、伝
統芸能に触れることができる

参加者数：350人

107-3

文化振興
基金事業 基金を活用した

文化活動に対す
る補助等

基金の補助採択者が、補助金を
活用し、催し物などを行う

申請件数：５件

市民及び市内団体
補助実績（決算額/予
算額×100）：70％

文化振興
課

文化芸術の発表などの活動をし
やすくする

　令和６年度は、284点の出
品があり、久居アルスプラザ
にて開催し、アンケート調査
でも８割以上の来場者に満
足いただく結果となった。
　好評なアンケート結果を得
られたことから、令和７年度
についても継続して事業を実
施し、出品数の増に努めた。

市内外の人々
アンケート満足度：
70％

文化振興
課

出品や鑑賞をすることにより、市
民文化の向上を図る

4,169 現状維持

事業への参加を通じた芸術創作
活動の活発化

2,062 現状維持

107-2

美術展覧
会開催事

業 美術展覧会の開
催

実行委員会が、市民の芸術創作・発
表の場を提供し、成果を発信する

作品出品数：250点

107-1

市民文化
祭等開催

事業 市内文化施設に
て市民文化祭を
開催

実行委員会が、市民の芸術創作・発
表の場を提供し、成果を発信する

事業数：30事業
　令和６年度は目標を上回る
31事業を実施することができ
た。参加者数は9,223人と、
目標値には届かなかったも
のの、大きく増加した。
　参加者数が順調に推移し
ていることから、令和７年度
についても継続して事業を実
施し、参加者数の増に努め
ている。

市内外の人々 参加者数：11,000人

文化振興
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 スポーツ文化振興部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

音楽、美術、演劇、舞踊、映画、能楽など多彩な文化芸術の鑑賞機会や市民の学
び・創作・発表の場及び機会を創出するとともに、関係機関と連携を図り、文化芸
術の創造を担うリーダーや若い世代の育成に加え、効果的な情報発信を行い、市
民が主体的に参加する活動の輪を広げます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 文化の振興 本冊ページ 84

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 スポーツや文化の輪が広がる社会の形成 管理コード 051134107
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ② ② ② ① ①

A A総合評価 B A D D B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

1,041 現状維持

　令和６年度は、予定どおり
発行し、各種入門講座も開
催した。販売実績は前年度
から114冊増の395冊となっ
た。（無料配布数との合計
1,156冊）特集内容により、販
売数が影響することから、市
民に興味を持たれるような記
事、構成に取り組み、令和７
年度も継続して事業を実施し
ている。

107-8

107-7

津市民文
化発行事

業
総合文化誌「津
市民文化」を発行

津市民文化編集委員会が、企
画・編集を行い、市が発行する

年１回発行+入門講
座の開催

市内外の人々
無料配布数+販売数：
1,100冊

文化振興
課

津市の文化について知識を広
め、文芸部門の発表の場とする

　令和６年度は、津リージョ
ンプラザにて開催し、参加
団体数は15団体、入場率
は121％を記録し、いずれ
も目標値を上回った。
　参加団体数や入場率が
順調に推移していることか
ら、令和７年度も継続して
事業を実施した。

市内の小学生、中学生、高校生
入場率（入場者数/会
場定員×100）：100％

文化振興
課

文化ホールへの親しみが生ま
れ、文化芸術活動への意欲が高
まる

700 現状維持

1,200 現状維持

　令和６年度については白
山総合文化センターにて開
催し、参加団体数は屋内で
18団体、屋外で5団体、入
場率は315％を記録し、い
ずれも目標値を上回った。
　参加団体数や入場率が
順調に推移していることか
ら、令和７年度も継続して
事業を実施した。

107-6

青少年文
化創造拠
点形成事

業

青少年が早い時
期から文化や
ホールに親しむ
機会を提供する
ことにより若い世
代の育成につな
がるようホールイ
ベントを開催

実行委員会が、文化ホールを活
用し、津市青少年文化芸術祭を
開催する

参加団体数：12団体

107-5

郷土芸能
ふれあい
フェスティ
バル開催

事業

各地域に伝わる
郷土芸能や食文
化を主とした物産
を一同に集め、郷
土の歴史や文化
を紹介するフェス
ティバルを市内各
地域で年１回開
催

実行委員会が、各地域の郷土芸
能や食文化を生かしたフェスティ
バルを開催する

参加団体数：15団体

市内外の人々
入場率（入場者数/会
場定員×100）：100％

文化振興
課

郷土芸能への関心を高め、地域
交流を深める
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108

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ △

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)50,795 現状維持

　自主事業実施数につい
て、目標数は上回らなかっ
たが、要求水準書の要求
回数を満たす41事業が実
施された。自主事業アン
ケート調査の満足度割合
は94.5％となり、目標値を
上回った。
　好評なアンケート結果を
得られたことから、今後も
引き続き指定管理者による
自主事業の充実に努めて
いく。

108-3

久居アル
スプラザ管
理運営業

務 久居アルスプラ
ザ指定管理者に
よる自主事業の
開催

久居アルスプラザ指定管理者
が、文化芸術に関する自主事業
を開催する

事業実施数：44事業

市内外の人々
自主事業アンケート
満足度：80％

文化振興
課

文化芸術の鑑賞等を通じて、学
びや交流を促進するとともに、文
化の創造と発信を行う

　利用率は目標値70％に
対し実績値88.5％、来館者
数は目標値100,000人に対
し実績値290,230人と、いず
れも目標値を上回った。
　利用率や来館者数が順
調に推移していることから、
今後も引き続き指定管理者
による施設の効率的・効果
的な管理運営を行い利用
率及び来館者数の増加に
努めていく。

施設利用者（市内外の人々） 来館者数：100,000人

文化振興
課

文化芸術の振興を図り、もって地
域の再生及び活性化につながる
場を提供する

188,595 現状維持

教育、文化等の向上、健康並び
に福祉の増進を図る場を提供す
る

119,118 現状維持

108-2

久居アル
スプラザ管
理運営事

業
久居アルスプラ
ザの管理運営

指定管理者制度を導入し、施設
の効率的、効果的な維持運営管
理を行う

利用率：70％

108-1

津リージョ
ンプラザ管
理運営事

業
津リージョンプラ
ザの管理運営

施設の効率的、効果的な維持運
営管理を行う

利用率：60％
　利用率は、目標値60％に
対し実績値67.6％と目標値
を上回った。来館者数は、
目標値90,000人に対し実績
値49,028人となり、目標値
を下回った。
　令和７年度も引き続き施
設の効率的・効果的な管理
運営を行い利用率及び来
館者数の増加に努めてい
く。

施設利用者（市内外の人々） 来館者数：90,000人

文化振興
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 スポーツ文化振興部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

各地域における文化ホールなどの文化施設は、地域や施設の特性に応じた効率
的な維持管理を行いながら、より利便性が高い利用形態への見直しや民間の専門
的なノウハウの導入を図り、実演芸術の振興を核として公演の企画運営等を行
い、芸術文化の創造・発信拠点としての機能を強化します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 文化の振興 本冊ページ 84

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 スポーツや文化の輪が広がる社会の形成 管理コード 051134108

311



施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 A B B B A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

108-7

108-6

108-5

108-4
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109

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)370 現状維持

　令和６年度はラフェスタプ
リマヴェラおもてなし事業、
春・秋の清掃と、計３回事
業を行うことができ、参加
者数は延べ約1450人だっ
た。
　令和７年度も継続して清
掃等の事業を実施した。

109-3

一身田寺
内町まち
づくり事業

歴史資源を後世
に残していくた
め、国宝を中心と
した寺内町の清
掃や映画会を実
施

地域住民が主体となり歴史文化
資源を活用したまちづくり事業を
行う

事業（春、秋の清掃・
映画会等）実施数：３
回

市内外の人々
清掃・映画会等参加
者数：1,000人

文化振興
課

観光誘客と地域の活性化につな
がる

　令和６年度については白
山総合文化センターにて開
催し、参加団体数は屋内で
18団体、屋外で５団体、入
場率は315％を記録し、い
ずれも目標値を上回った。
　参加団体数や入場率が
順調に推移していることか
ら、令和７年度も継続して
事業を実施している。

市内外の人々
入場率（入場者数/会
場定員*100）：100％

文化振興
課

郷土芸能への関心を高め、地域
交流を深める

1,200 現状維持

事業の鑑賞を通じて歴史や北畠
氏館跡庭園などへの関心を高め
る

2,300 現状維持

109-2

郷土芸能
ふれあい
フェスティ
バル開催

事業

各地域に伝わる
郷土芸能や食文
化を主とした物産
を一同に集め、郷
土の歴史や文化
を紹介するフェス
ティバルを市内各
地域で年１回開
催

実行委員会が、各地域の郷土芸
能や食文化を生かしたフェスティ
バルを開催する

参加団体数：15団体

109-1

霧山薪能
開催事業 伊勢国司北畠氏

にゆかりのある
能・狂言などの伝
統芸能及びお茶
会等を北畠神社
にて開催

実行委員会が、歴史的資源を活
用し、薪能などを開催すること
で、伝統芸能に触れることができ
る

参加者数：350人 　当初の計画通り北畠神社
境内にて令和６年９月28日
（土）に開催し、参加者数は
430人、アンケート調査の満
足度割合は91％となり、い
ずれも目標値を上回った。
　好評なアンケート結果を
得られたことから、令和７年
度も継続して事業を実施し
た。

市内外の人々
アンケート満足度：
80％

文化振興
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 スポーツ文化振興部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

地域の伝統文化や伝統芸能の保存継承、普及に向けて、市民の発表や学習の場
を創出し、後継者を育成します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 文化の振興 本冊ページ 84

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 スポーツや文化の輪が広がる社会の形成 管理コード 051134109
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 B A E E B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

109-7

109-6

109-5

　令和６年度は令和６年11月
17日（日）に開催し、催し物は
30と当初の計画通りに事業
を実施することができた。
　参加者数は目標8，000人
のところ約8，000人の実績と
なり、国宝など一身田寺内町
の特色を活かして地域の活
性化に繋げることができたた
め、令和7年度も継続して事
業を実施した。

市内外の人々 参加者数：8,000人

文化振興
課

観光誘客と地域の活性化につな
がる

1,000 現状維持

109-4

一身田寺
内町まつり

事業

国宝、文化財及
び歴史的町並み
を活用した一身
田寺内町まつり
の開催

地域住民が主体となり、歴史文
化資源を活用した一身田寺内町
まつりを開催する

催し物数：30
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110

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ -

誰 ◇ -

何 (千円)

効 ◆ -

誰 ◇ -

何 (千円)0 拡充・充実

　令和６年度は出土品が無
かったため、保存処理業務
等が発生しなかったことか
ら、評価対象外とした。
　今後は出土品の保存処
理を順次行う必要があるた
め、今後の方向性を「拡充・
充実」とした。

110-3

市内遺跡
出土遺物
保存処理

事業
出土品の保存処
理及び希少性の
高い資料の恒久
化を行い市民共
有の財産として公
開・活用

保存処理により出土品を適正に
保存・復元し、展示等の公開・活
用事業に供することができる

保存処理業務の実施

市や博物館等 展示等の活用件数

生涯学習
課

保存処理された出土品を公開・
活用することで、市内外に津市
の歴史・文化の魅力を発信する

　発掘調査及び測量調査
の実施については、調査範
囲や調査方法等を再考し
た結果、令和６年度の実施
を見送ったため、評価対象
外とした。
　今後の調査の方向性や
調査体制についても検討し
ていく必要があるため、今
後の方向性を「拡充・充実」
とした。

市内外の人々
現地説明会への参加
者数

生涯学習
課

多気北畠氏遺跡の歴史的価値を
知ることで、津市の歴史・文化の
普及啓発や魅力発信に繋がる

0 拡充・充実

文化財を保存・活用しやすくなる 1,595 現状維持

110-2

多気北畠
氏遺跡整
備活用調
査研究事

業
伊勢国司北畠氏
の拠点である多
気北畠氏遺跡の
学術調査等

国史跡多気北畠氏城館跡の追
加指定に向けて発掘調査等の学
術調査が実施できる

発掘調査現地説明会
の実施

110-1

文化財保
護補助事

業

文化財の保存・
活用を図るため
の市内に存する
指定文化財の保
護等に関する補
助

指定文化財所有者等が、補助金
を活用し、文化財の維持管理や
行事の開催、修理を行うことがで
きる

補助対象団体に35件
補助を行う

　補助件数が29件であった
ため、実施評価は「○」とし
た。全ての補助対象で文化
財の保存・活用が確認でき
たことから、事業評価は
「◎」とした。
　今後も継続的に補助を行
う必要があることから、今
後の方向性を「現状維持」
とした。

指定文化財所有者等
文化財の保存・活用
件数

生涯学習
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 スポーツ文化振興部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

歴史資料等については、発掘・収集、適切かつ効率的な保存・管理に努め、積極
的な活用・情報発信による地域内外の文化交流を進めます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 文化の振興 本冊ページ 84

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 スポーツや文化の輪が広がる社会の形成 管理コード 051134110
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

C A総合評価 A A B C B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

110-8

110-5

　令和５年度に引き続き市
広報「歴史散歩」での情報
提供を隔月で行った。８月
には津城本丸北側石垣上
の樹木について樹木医診
断を実施し、その成果を３
月に開催した講演会「津城
の緑を考える」に講師として
迎えた樹木医により公表
し、28名の参加があったこ
とから、実施評価及び事業
評価を「◎」とした。
　引き続き情報提供と事業
展開を図り、津市の魅力発
信に繋げるため今後の方
向性を「拡充・充実」とした。

市内外の人々
普及・情報発信事業
への参加数

生涯学習
課

津城跡に関わる情報発信を通
じ、津市の歴史への理解促進・
普及啓発、津市の魅力発信に繋
がる

70 拡充・充実

110-4

津城跡整
備事業

津城跡の保存や
活用に向け、城
跡に関わる様々
な情報を広く発信
して市民意見の
集約を行うなど、
整備の方向性の
検討を進める

津城跡の歴史遺産としての情報
発信や関連事業を実施すること
で、整備に向けた方向性を見出
すことができる

津城関連の発信事業
の実施
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